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○作詞・作曲 木島由美子 氏
作曲家 相馬市出身
宮城学院女子大学学芸学部音楽科、聖和短期大学保育学科、常盤木学園高等学校音楽科講師
○相馬東高等学校と新地高等学校の伝統を受け継ぎながら、新たなスタートを迎える相馬総合高等学校に相
応しい校歌となるよう検討した。
豊かな自然が輝くふるさとの地で、地域への思いを大切にしながら、自分自身のためだけでなく自分が暮ら
す地域社会のために成長していこうとして学ぶ相馬総合高校生の姿をイメージさせる歌詞となった。


